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【目的】日本人集団を代表するコホート研究である NIPPON DATA90 を用い、喫煙習慣、血圧、

BMI（Body Mass Index）が平均余命に与える影響について、多相生命表を用いて検討した。 

 

【方法】全国規模のコホート研究 NIP 

PON DATA90 の 20 年追跡データを用い、喫煙・血圧・BMI の水準別における平均余命を算定し

た。使用した情報は、1990 年のベースライン時の問診票情報(循環器疾患基礎調査)で、喫煙習

慣（禁煙、現在喫煙）・血圧値（至適血圧、正常高値血圧、1度高血圧、2,3 度高血圧）、

BMI(kg/m2)（低体重：18.5 未満、普通体重：18.5 以上 25 未満、肥満：25 以上）を用い、日常生

活動作は、1995 年と 2000 年の調査で全て自立と回答した者を自立とした。以上の情報と多層生

命表（iMach 0.98r7）を用いて、喫煙・血圧・BMI カテゴリ別の 60 歳時平均余命を算出した。 

 

【結果】肥満・血圧レベルによらず、非喫煙に比べて喫煙の 60 歳平均余命は短い傾向を示し

た。また同一の BMI カテゴリ内では至適血圧から血圧レベルが上がるにつれて平均余命が短くな

る傾向がみられた。一方、低体重・肥満は、普通体重と比べて若干平均余命が短く、やや逆 U字

型の傾向を示した。男性でみると、非喫煙・至適血圧・普通体重グループは、24.3 歳であるの

に対し、非喫煙・至適血圧・肥満グループは、23.9 歳と若干短くなるが、非喫煙・2,3 度高血

圧・肥満グループでは、21.9 歳と大きく短縮し、さらに喫煙・2,3 度高血圧・肥満グループでは

19.1 歳と顕著に短縮したことから、喫煙と高血圧の影響が大きいことが明らかになった。（非喫

煙・至適血圧・低体重：男性 22.2（歳）、女性 26.0、喫煙・至適血圧・低体重：男性 18.7、女

性 22.7 非喫煙・至適血圧・普通体重：男性 24.3、女性 28.2、喫煙・至適血圧・普通体重:男性

21.1、女性 25.3、非喫煙・2,3 度高血圧・肥満：男性.21.9、女性 25.9、喫煙・2,3 度高血圧・

肥満：男性 19.1、女性 23.4） 
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【考察・結語】日本人男女において、喫煙と高血圧が 60 歳時平均余命に与える影響は大きいこ

と、同時に肥満および低体重の与える影響も喫煙や高血圧ほど大きくはないが、60 歳時平均余

命に影響を与えることが明らかになった。この結果は、日本人の主要死因や要介護となる主な疾

患ががん・脳卒中であること、その主要危険因子が喫煙と高血圧である現状と一致している。 

また、この傾向は 60 歳時健康寿命も同様の傾向であった。今後は、本研究結果を根拠とした喫

煙・高血圧・肥満対策を重視した予防対策の一層の強化が必要である。 
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